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原子力損害賠償紛争審査会による現地視察結果について 

１．日程 

令和３年 11 月１日（月） 

２．目的 

中間指針等に基づく賠償の実施状況を確認するため、被災地域の

現場を視察すること 

３．視察委員 

内田会長、樫見会長代理、明石委員、織委員、鹿野委員、古笛委

員、富田委員、山本委員 計８名 

４．視察先 

大熊町  大野駅周辺の帰還困難区域の商店街、特定復興再生

拠点区域外の住宅等を視察。 

 大熊町役場において、吉田町長、吉岡議長等と意見

交換。

富岡町  未解体大規模店舗を視察。

 富岡町役場において、山本町長等と意見交換。

浪江町  道の駅なみえ、棚塩ラック式カントリーエレベータ

ー、酒井・谷津田メガソーラー（車窓）等を視察。

佐藤副町長から御挨拶。 

双葉町  双葉厚生病院において、重富院長等から御説明。

 帰還困難区域の鴻草地区を視察。

 双葉町産業交流センターにおいて、伊澤町長、伊藤

議長等と意見交換。
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原子力損害賠償紛争審査会による現地視察における 

被災自治体等の主な御発言概要 

 

【大熊町】 

・令和４年春に特定復興再生拠点区域の避難指示が解除されたとして

も、今後も多くの町民は避難生活が継続し、長期化に伴う精神的苦

痛は増すばかりである。審査会としての責務を認識し、避難生活の

続く間、また、帰還もしくは移住をしても、精神的な損害、避難費用

を含むその他の実費が発生している場合には、その個別の事情に応

じた賠償が確実に実施されるよう、適切に審議し中間指針に示して

ほしい。 

・商工業者や農林業者等の営業損害等の一括賠償後においても損害が

継続又は発生している場合には、個別の状況に応じた賠償がされる

ように改めて中間指針に示してほしい。また、一律に終期を定める

ということなく、中間指針の本旨を尊重した賠償が行われるように、

東京電力に強く申し入れてほしい。さらに、営業損害に対する賠償

について、農業と商工業に差があり、是正を強く要望したい。 

・ADR センターにおける和解仲介において、個別事情による精神的損害

の増額等、中間指針を超えた和解が成立していることや裁判によっ

て様々なケースの判決が下されているところではあるが、共通する

事例、類似事例については、等しく迅速かつ円滑に賠償が実施され

るように中間指針に示してほしい。なお、ADR センターの事例集であ

るが、大部であるため分かりやすく公表してほしい。 

・ALPS の処理水放出について、国や東京電力においては、新たな風評

を生じさせないという強い決意の下、万全な風評対策を講じるとい

うことはもちろんであるが、なお生じ得る風評被害に対しては、農

林水産業や観光業のみならず、あらゆる業種において損害の範囲を

幅広く捉えて、簡易かつ柔軟な手法により被害の実態に見合った賠

償を迅速かつ確実に行うよう、東京電力に強く申し入れてほしい。 

 

【富岡町】 

・審査会においては、被災地の実情を正確に把握されまして、現場主

義を貫かれ、そして今後も活発に議論が展開されることを期待して

いる。 

・加害企業である東京電力からは、中間指針を超える賠償を認めるべ

きではないという主張がなされているが、東京電力が今一度中間指

針の趣旨を十分に理解して、趣旨どおりの運用がなされるよう再度

周知を図るとともに、必要に応じて指導、更には適切な見直しがな
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されるように要望する。 

・ALPS の処理水放出に対する賠償について、政府における ALPS 処理

水の海洋放出方針を受け東京電力が公表した賠償方針では、被害者

に極力負担をかけないよう、統計データにより推認するとされてい

る。しかし、統計データでは把握、確認できない風評被害の発生した

場合には、被害者自身が立証しなければならないため、賠償される

べき事業者が証明作業の中で一方的に負担を強いられることのない

よう、被災者に寄り添った正確な視点から調査と審議がなされるよ

うに要望する。 

 

【浪江町】 

・ADR センターにおける和解仲介手続について、多くの和解事例があ

り、町としても申立てを推進しているが、高齢者や避難により心身

の病気になった方など申立てが困難である方も少なくない。 

・東京電力は被災者に寄り添うと常に言っているが、審査会や国から

も指導されているものの、現実、東電の対応を含め、被害に見合った

賠償が実現されていない。 

・目に見えない被災地の実態を理解し、視察の結果を議論するととも

に、東京電力には原因者としての責任を果たすよう、引き続き指導

してほしい。 

 

【双葉厚生病院】 

・営業損害に係る一括賠償後の超過分について、東京電力に賠償請求

しているが、事故発生前から赤字であり、事故発生後は赤字が縮小

しているため、損害そのものが発生していないなどと言われている。

我々としては納得できない理由である。 

・病院の建物解体費用については、土地の所有者である双葉町からの

解体要請を受けて実施するものであり、自らの判断で行うものでは

ない。この点についても、東京電力からはあまりよい返事をもらえ

ていない。 

・事故発生から 10年以上が経過し、東京電力の賠償基準が被害の実態

に見合っていない状況となっている。このため、病院という特殊性

と地域の現状に合わせたような形で、中間指針の見直しを行ってほ

しい。 

 

【双葉町】 

・震災後 10年が経過し、いまだ全町避難が継続している中、最近の訴

訟の中で、被告側である東京電力から原告側に対する書面回答を目
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にし、不適切な表現や主張をされていることに憤りを強く感じる。

加害者である東京電力側は、加害者意識を忘れず、さらには、３つの

誓いを厳守し、最後の一人までしっかりと被害者に寄り添った丁寧

な対応をするよう強く要請する。 

・東京電力から中間指針を超える賠償を認めるべきではないという主

張が繰り返されている。これは中間指針の精神に反しているという

ことを言わざるを得ない、それをしっかり審査会において東京電力

にただし、事実であればそれを是正してほしい。 

・一刻も早く被害者の救済のために、中間指針以上の賠償を認めない

加害者である東京電力の対応を踏まえ、唯一全町避難を続けている

町の被害実態を十分に認識し、被害実態に即した内容となるよう、

指針の見直しに真摯に努めてほしい。 

・各訴訟でまだ確定判決になっていないものの、迅速な解決に結びつ

けるために各訴訟判決の中で共通して認められているものについて

は中間指針に反映してほしい。 

・審査会への被害者側の出席について、中間指針を超える賠償を認め

るべきではないと東京電力が裁判で主張がされている。東京電力か

らも話を聞いているのであれば、被害者側からも意見を伺って、本

当に賠償が支払われているのかどうかを審査会で確かめてほしい。 
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